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っています（Lloyd NC et al｡､ Angew 
Chem Int Ed Engl 28：44､ 2005）．
　志賀・秦記念賞の志賀潔先生は赤
痢菌の発見者として有名であります
が，赤痢菌の発見は東京帝国大学医
科大学を卒業後，北里柴三郎の主宰
する伝染病研究所で研究を始めて２
年目の快挙でありました（1898年）．
化学療法に関しては，エールリッヒ
のもとで，トリパノゾーマ（いわゆ
る睡眠病の原因となる原虫）に対し
て，「魔法の弾丸」の原型となる赤い
染料トリパン・レッドを1904年に発
見しています．
　私は，岡山大学医学部を昭和49年
（1974年）に卒業と同時に，当時，
俵寿太郎教授（元高知医科大学学長）
の主宰する微生物学教室（同年ウイ
ルス学と細菌学に分かれる）の大学
院に入学，ウイルス学を専攻して主
に免疫走査電子顕微鏡法の開発研究
に従事しました．大学院修了後の進
路に少々迷いましたが，昭和53年に
前年の秋に川崎医科大学から岡山大
学に戻られた大森弘之教授が主宰す
る泌尿器科学教室の門を叩きまし
た．入局後，臨床研修とともに，研
究領域としては膀胱癌を中心とする
悪性腫瘍の研究を始めましたが，当
時から，泌尿器科では感染症研究，
特に，新規抗菌薬の臨床評価として
化学療法研究が盛んでありました．
私は微生物学関連教室の出身という
こともあり，感染症班のチーフを担
当するようにということで，悪性腫
瘍と感染症の二束のわらじを履くこ
とになりました．お蔭様で，今もそ
のまま二つの領域を続けることが出
来ているようであります．
　「尿路バイオフィルム感染症に関
する研究」が今回の学会賞受賞の研
究テーマであります，バイオフィル
ムという用語を私が最初に使用した
のは，1989年５月の第37回日本化学
療法学会総会シンポジウムにおい
て，「カテーテル留置複雑性尿路感染
症の病態と治療学」について報告し
たときであります．多分，感染症領
域で「細菌バイオフィルム」という
名称を日本で最初に使用したのは私
だと思いますが，その後，バイオフ
ィルムは感染症，化学療法の領域に
おいてのトピックスのひとつとな
り，最近では歯周病のテレビコマー
シャルにも登場するほどになってい
ます．バイオフィルムは微生物が外
敵からの攻撃を逃れて自らの生息圏
を確保するために創造した生き物と
しての英知の結集と考えられ，自然
界における液体と固体の界面におい
て形成される主に菌体外多糖で保護
された拡がりのある微生物の居城
（社会としてのコロニー）でありま
す．慢性感染症においてバイオフィ
ルは細菌の抗菌薬抵抗性の主たる要
素であり，細菌バイオフィルムの形
成が MRSA や緑膿菌などの耐性菌
の院内定着と交叉感染の元凶となっ
ています．私の研究業績は，①細菌
バイオフィルムの臨床病態と実態の
解明，②モデル実験系の構築，③フ
ルオロキノロンの有効性とホスフォ
マイシンとの相乗効果メカニズムの
解明とその臨床的有効性の検証であ
りますが，未だ課題は山積していま
す．翻って，バイオフィルムは，院
内感染のみならず食品感染（食中
毒：食品容器，製造工程の汚染），都
市感染（レジオネラ感染，配管汚染，
金属腐食による配管損傷）などの環
境感染の元凶でもあります．現在，
その包括的な制御法の開発に向け
て，癌治療と同様に異分野の先端領
域の融合による新たな標的医療の研
究・開発を模索しているところで
す．
　「魔法の弾丸」として大成功をお
さめた近代化学療法ですが，1980年
代後半の MRSA のアウトブレイク
にはじまる「細菌の逆襲」を前に，
2000年以降，新規抗菌薬の開発は極
端にペースダウンしています．人間
よりはるかに長い時間を生き抜いて
きた細菌を抗菌薬の力でねじ伏せ
て，その種をも根絶しようとしたこ
とに対する逆襲といえます．生き物
としての細菌とのあらたな棲み分け
を前提に，人類が考案した抗菌薬に
対する負の遺産ともいえる「耐性菌
感染症」と変貌する「新興・再興感
染症」などの多様な微生物感染症に
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対するあらたなブレイクスルーが待
望されています．今回の受賞が内定
した本年４月29～30日に秦先生の生
地，石見国美濃郡都茂村（現：島根
県大村市美都町）にある秦佐八郎先
生の生家と隣接する秦記念館などゆ
かりの地を訪ね（写真），平成20年に
岡山で主催する第56回日本化学療法
学会総会（606号を記念して６月６日
を中心に開催）のメインテーマ「温
故創新：化学療法イノベーション」
とともに，同時に開催する「秦佐八
郎　サルバルサン探索99年記念事
業」（６月５～８日）の構想を膨らま
せました．岡山医学会の先生方の温
かいご声援とご支援をお願い申しあ
げます．
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